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機
械
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工
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士
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情
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授
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経
て
1
9
7
6
年
国
立
民
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学
博
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館
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転
任
。

研
究
部
教
授
、
部
長
、
副
館
長
を
勤
め
2
0
0
3
年

定
年
退
官
。
そ
の
後
、
龍
谷
大
学
理
工
学
部
教
授
を

6
年
間
務
め
る
。
著
書『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
民
族
学
』（
共

立
出
版
、
1
9
9
7
年
）
な
ど
多
数
。
1
9
7
1
年

情
報
処
理
学
会
論
文
賞
受
賞
、
1
9
9
6
年
情
報
化

月
間
通
商
産
業
大
臣
個
人
表
彰
。
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 1 エッセイ　千字文 

	 	 異文化理解のための新しい研究を期待する
	 	 杉田 繁治

 	 特集		デジタル化するフィールドワーク
 2  「フィールドワークのデジタル化」時代	
	 	 	飯田 卓

 4  デジタル時代の親族研究	
	 	 	杉藤 重信

   5  地図とGPSとデジタル測量	
	 	 	寺村 裕史

 7  フィールドワークと会話分析	
	 	 	高田 明

 8  牧畜民による映像・音声コンテンツ制作の日常化				
　		―アフリカにおけるデジタルメディアの受容	
	 	 	内藤 直樹

 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

記憶に残った一枚の写真	
小林 直明

 12  みんぱくInformation

 14  想像界の生物相 

鬼の目力	
榎村 寛之

 16    新世紀ミュージアム 

ネパール民族誌博物館 
南 真木人

 18  手芸考 

ネパールの異なるふたつのダカ織	 	  
高道 由子

 20  ながなんぢゃ 

育まれる「本当の名前」	
左地 亮子

 21 次号予告・編集後記

月刊

10月号目次

　
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
の
跡
地
に
国
立
民
族
学
博
物

館
（
民
博
）
が
創
設
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
、
一
般
公

開
は
一
九
七
七
年
で
あ
っ
た
。
民
博
は
博
物
館
と
同
時
に

民
族
学
の
研
究
拠
点
で
も
あ
り
、そ
の
第
五
研
究
部
に「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
民
族
学
」
と
い
う
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
そ
れ
ほ
ど
世
の
中
に
普
及
し
て

い
な
い
時
期
で
、
ま
し
て
や
大
学
の
文
系
で
は
使
わ
れ
る

機
会
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
当
時
い
っ
た
い
何
を
す
る

部
門
か
分
か
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
初
代
館
長

の
梅
棹
忠
夫
氏
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
可
能
性
を
い
ち
早
く

洞
察
し
、
こ
れ
で
旧
態
依
然
と
し
て
い
る
民
族
学
に
風
穴

を
あ
け
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
機

関
全
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
改
革
す
る
方
針
を
打

ち
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。「
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
」
も
そ
の

一
環
で
あ
り
、
情
報
管
理
施
設
の
設
置
に
よ
る
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
他
機
関
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。

　
私
は
一
九
七
六
年
京
都
大
学
情
報
工
学
科
の
助
教
授
か

ら
民
博
の
助
教
授
に
転
任
し
た
。
民
族
学
な
ど
全
く
知
ら

な
か
っ
た
。
東
大
の
大
林
太
良
教
授
を
代
表
と
す
る
共
同

研
究
「
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
諸
民
族
文

化
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
分
析
」
や
、
京
大
の
石
井

米
雄
教
授
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
タ
イ
語
古
代
法
典

（
三
印
法
典
）
の
総
辞
索
引
作
成
」
な
ど
い
く
つ
か
の
個

別
の
情
報
処
理
に
関
係
し
た
。
し
か
し
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

民
族
学
」
の
役
割
は
個
別
の
研
究
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活

用
す
る
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
研
究
方

法
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
如
何
に
役
立
た
せ
る
か
が
問

題
で
あ
る
。

　
文
化
人
類
学
は
人
類
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
学
問
分

野
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故
か
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
と

し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
問
題
意
識
と
研

究
方
法
の
導
入
が
必
要
で
は
な
い
か
。
四
〇
〇
〇
を
超
え

る
と
い
わ
れ
る
民
族
の
生
活
様
式
と
相
互
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
研
究
。
各
々
の
研
究
者
は
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
研
究
を
し
て
い
る
が
、
他
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
デ
ー

タ
に
は
疎
い
も
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
全
て
の
フ
ィ
ー
ル

ド
デ
ー
タ
を
自
分
が
集
め
た
デ
ー
タ
の
よ
う
に
利
用
出
来
、

有
効
な
比
較
研
究
方
法
を
開
発
し
て
新
し
い
知
見
を
得

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
よ
り
確
か
な
言
明
が
可
能
に
な
ろ
う
。

　
今
や
宇
宙
時
代
の
人
類
学
・
文
明
学
で
あ
る
。
宇
宙
か

ら
地
上
の
数
セ
ン
チ
の
距
離
を
画
像
で
眺
め
ら
れ
る
時
代

で
あ
る
。
高
速
通
信
や
人
工
知
能
の
発
達
に
よ
る
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。
そ
こ
で
何
を
研
究

す
る
の
か
。
多
様
で
異
質
な
民
族
生
活
が
共
存
す
る
為
の

本
当
に
役
に
立
つ
異
文
化
理
解
の
方
法
な
ど
を
提
言
し
て

い
く
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
ろ
う
。


